
                      

平成２６年 ８月 ５日（火） 

四国地方整備局 那賀川
な か が わ

河川事務所 

平成２６年８月台風１２号による桑野川
くわのがわ

の出水状況について（速報） 

～堤防整備（引堤）や掘削により６５ｃｍ水位を低下させ浸水被害を軽減～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

◇桑
くわ

野川
の が わ

流域では、激しい豪雨に見舞われ、特に、阿南市新野
あらたの

町久田
きゅうでん

の谷口
たにぐち

雨量 

観測所における８月３日０時までの累計雨量は５０６ｍｍを記録しました。この 

豪雨による、大原
おおばら

地点におけるピーク流量は約７９０ｍ3／ｓと推定しています。 

◇この豪雨により、桑野川
くわのがわ

は、避難判断水位を超える出水となり、桑野川
くわのがわ

沿川を中 

心に内水等による８０戸の浸水被害が発生しましが、家屋、道路等の浸水被害軽 

減に向けて、桑野川
くわのがわ

沿川に設置している大津田排水機場などのポンプを運転する 

とともに排水ポンプ車４台を出動し、排水作業を行い内水被害の軽減に努めまし 

た。 

◇また、桑野川
くわのがわ

では、これまでの堤防整備（引堤）や掘削により流下能力の増大を 

図り、過去の同様な規模の洪水と比べて、水位を６５cm 下げる事が可能となり、 

堤防からの漏水を防ぐとともに浸水被害を軽減させることができました。 

※本資料は、８月３日０時時点でとりまとめた資料です。 

※本資料における数値は、現時点の速報値であり、今後修正される可能性があります。 

問い合わせ先 

国土交通省 四国地方整備局 那賀川
な か が わ

河川事務所 

電話（0884）22－6461 

副 所 長  長尾 純二（内線 204） 

            ◎調査課長  藤本 雅信（内線 351） 

 

◎主な問い合わせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象の概要 

台風１２号は、大型の勢力を保ったまま８

月１日から２日にかけて、東シナ海上を北上

し、８月２日正午頃に九州付近に最接近しま

した。 

徳島県では、この台風を取り巻く雨雲によ

り、２日から３日朝にかけて沿岸部を中心に

大雨となり、大原
おおばら

雨量観測所では、降り始め

（８月１日２１時２０分）から８月３日０時

までの期間で累計雨量が６１０ｍｍ（速報

値）、谷口
たにぐち

雨量観測所では、降り始め（８月

１日２１時２０分）から８月３日０時までの

期間で累計雨量が５０６ｍｍ（速報値）を観

測しました。 

■等雨量線図〔総雨量〕

■台風経路図（徳島地方気象台提供）

谷口
たにぐち

雨量観測所 総雨量５０６ｍｍ 

（８月１日２１:００～８月３日０:００） 

▲ 長生橋
ながいけばし

（桑野川
くわのがわ

河口から９ｋｍ付近） 

（平成２６年８月２日１５時１０分頃）

水位５．５４ｍの時の大原
おおばら

地点 

▲ 平常時の長生橋
ながいけばし

付近 

平常時の水位から約４ｍ上昇
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■天気図（徳島地方気象台提供）

■出水経過一覧 

８月 ２日  ４時５５分 大雨洪水警報（阿南
あ な ん

市）発表（気象庁） 

        ５時２０分 那賀川
な か が わ

河川事務所 注意体制 

７時３０分  水防団待機水位３.４０ｍ超過〔大原
おおばら

水位観測所〕 

１０時３０分 水防警報（桑野川
く わ の が わ

・準備）発令 

   １１時４０分 はん濫注意水位４.１５ｍ超過〔大原
おおばら

水位観測所〕 

那賀川
な か が わ

河川事務所 警戒体制 

１１時５０分 水防警報（桑野川
く わ の が わ

・出動）発令 

１４時００分 避難判断水位５.４０ｍ超過〔大原
おおばら

水位観測所〕 

１４時１０分 桑野川
く わ の が わ

はん濫警戒情報発令 

１５時１０分 最高水位（５.５４ｍ）到達〔大原
おおばら

水位観測所〕 

２１時５０分 はん濫注意水位４．１５ｍ下回る〔大原
おおばら

水位観測所〕 

２２時００分 桑野川
くわのがわ

はん濫注意情報解除 

２３時２０分 水防警報（桑野川
くわのがわ

・解除）発令 

▲平成２６年８月２日１２:００ 

■レーダ雨量実況図（国土交通省） 

▲平成２６年８月２日１３:００ 

桑野川流域

桑野川
くわのがわ

の出水状況 
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【参考：各種水位のイメージ】

はん濫注意水位

水防団待機水位

避難判断の参考となる水位

はん濫に関する情報に注意する水位
水防団が出動して活動を行う目安となる水位

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位

避難判断水位

▼はん濫の発生

▼避難判断水位

▼はん濫注意水位

▼水防団待機水位

堤 防

居住地

桑野川
くわのがわ

の出水状況 

本出水の総雨量は、大原
おおばら

雨量観測所で８月１日２１時２０分～８月３日０時の期間で６１０

ｍｍ（速報値）と激しい雨を観測し、谷口
たにぐち

雨量観測所においては５０６ｍｍ（速報値）を観測

しました。 

桑野川
く わ の が わ

流域では、豪雨により、阿南市
あ な ん し

長生
ながいけ

町の大原
おおばら

水位観測所(基準地点)において、２日７

時３０分に水防団待機水位、２日１１時４０分にはん濫注意水位、２日１４時００分に避難判

断水位を超え、１５時１０分には最高水位(５.５４m)に到達しました。 

また、台風１２号のピーク水位は、平成１１年６月洪水、平成１０年５月洪水、平成１０年

９月洪水につぎ観測史上４番目となりました。 

■雨量水位グラフ 

8/2 8/3 
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設備等名称 位　　置
次頁平面図
位置番号

ポンプ規模
稼働時間

（8月2日～3日）
備　　考

川原
かわはら

排水機場 桑野川左岸（川原
かわはら

地区）　5.2km付近 P1 5.0m3/s
(8/2)
 9:32～22:53

約235,000ｍ３を排水

大津田
お お つ だ

排水機場 桑野川左岸（大津
お お つ

田
だ

地区）　7.6km付近 P2 10.0m3/s
(8/2)
 7:20～20:07

約397,000ｍ３を排水

井関
い せ き

排水機場 桑野川右岸（井関
い せ き

地区）　6.1km付近 P3 0.3m3/s
(8/2)　(8/3)
 7:25～00:03

約18,000ｍ３を排水

上荒井
か み あ らい

排水機場 桑野川右岸（上
かみ

荒井
あ ら い

地区）　8.6km付近 P4 0.6m3/s
(8/2)　(8/3)
 6:46～00:50

約39,000ｍ３を排水

排水ポンプ車 桑野川左岸（横見
よ こ み

地区前
まえ

田
だ

樋門）　3.6km付近 P5 0.5m3/s
(8/2)
 15:00～20:40

約10,000ｍ３を排水

排水ポンプ車 桑野川左岸（横見
よ こ み

地区三
さん

田
だ

樋門）　4.2km付近 P6 0.5m3/s
(8/2)
 16:45～22:30

約10,000ｍ３を排水

排水ポンプ車 桑野川右岸（井関
い せ き

排水機場）　6.2km付近 P7 2.5m3/s
(8/2)
 19:05～22:20

約29,000ｍ３を排水

排水ポンプ車 桑野川右岸（上
かみ

荒井
あ ら い

排水場）　9km付近 P8 2.5m3/s
(8/2)
 21:25～23:20

約17,000ｍ３を排水

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

排水ポンプ設備等稼働状況 

台風 12 号出水に伴う河川の水位上昇により、桑野川では内水氾濫による浸水被害を軽減

するために、排水ポンプ運転等を行いました。 

■排水ポンプ設備等の稼働状況      

排水ポンプ車の効果

 桑野川左岸に出動

した排水ポンプ車

（0.5m3/s）により、

横
よこ

見
み

地区の浸水被害

の軽減を図りまし

た。 

（横見地区三田樋門） 
平成 26 年 8 月 2 日 午後 4 時 50 分頃

排水機場の効果 

 桑野川左岸の川原
かわはら

地区に設置された

川原
かわはら

排水機場では、排

水ポンプ（5.0m3/s）

により、川原
かわはら

地区の浸

水被害の軽減を図り

ました。 

（川原排水機場） 
平成 26 年 8 月 2 日 午後 2 時 30 分頃

平成 26 年 8 月 3 日 1：00 現在（ポンプ運転終了）
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①上荒井
かみあらい

地区
②石合

いしあい

地区

③会下
え げ

地区

④オワタ地区 

⑤井関
い せ き

地区 

桑野川の浸水被害の状況 

大大津津田田川川

岡岡川川

  

 

桑桑野野川川

⑥長生
ながいけ

地区 

⑦大原
おおばら

、本庄
ほんじょう

地区

⑧宝田
たからだ

地区 

⑨横
よこ

見
み

地区 

※溢水氾濫と内水氾濫は、推定による速報のため、今後修正される

可能性があります。(溢水:桑野川本川の水があふれ出ること) 

※浸水範囲等被害状況の詳細については、調査中です。 

①上荒井地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 1時 20 分頃

②石合地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 1時 30 分頃

③会下地区 

平成 26年 8月 2日 午後 1時 35 分頃

④オワタ地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 4時 25 分頃

⑤井関地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 1時 50 分頃

⑥長生地区 

平成 26年 8月 2日 午後 4時 30 分頃

⑦大原、本庄地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 5時 40 分頃

⑧宝田地区 

平成 26年 8月 2 日 午後 4時 00 分頃

⑨横見地区 

平成 26年 8月 2日 午後 2時 15 分頃

 ：排水機場 
 ：排水ポンプ車

P1 

P2 

P3 

P4 

P5 
P6 

P7 

P8 

  ：溢水氾濫 

  ：内水氾濫 
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○台風１２号豪雨により、桑
くわ

野川
の が わ

流域の谷口
たにぐち

雨量観測所（阿南
あ な ん

市新野
あらたの

町）では、降り始めから８月

３日０時までの累加雨量は、５０６ｍｍを記録しました。 

○この豪雨による基準地点大原
おおばら

観測所の流量は、約７９０ｍ3／s と推定しており、この流量は、計

画高水位に迫る６．１９ｍを記録し、桑野
く わ の

川
がわ

沿川で激甚な浸水被害を発生させた平成１１年６月

洪水と同規模になっています。 

○桑
くわ

野川
の が わ

では平成１１年６月洪水を契機として、再度災害による浸水被害を軽減させるため、平成

１１年度から平成２０年度において、緊急的な河道改修（引堤、河道掘削）を行い流下能力を向

上させました。 

○その結果、大原地点の水位を６５ｃｍ低下させることが可能となり、堤防からの漏水を防ぐとと

もに、浸水被害を軽減させることができました。（桑野川左岸地区の浸水戸数 H11.6 洪水 254 戸、

H26.8 洪水 57 戸 ※H26.8 洪水は 8/4 時点の阿南市調べの戸数） 

川幅を拡幅し、
堤防を整備（引堤）

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

H11～14

那賀川

A

H11～14

大原水位観測所

直轄管理区間

大原地点における水位比較

大原観測所地点断面（９．０ｋ付近）

引堤
約20～40ｍ

引堤
約10～約40ｍ

Ａ断面

旧堤
※撤去済新堤

旧堤
※撤去済 新堤

掘削

（6.0k付近）

引堤など緊急的な河道改修が効果を発揮 

計画高水位

引堤により
６５cm水位を低減

平成11年6月洪水実績最高水位（6.19ｍ）

平成26年台風12号実績最高水位（5.54ｍ）
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